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【目的】生体の画像データに基づいて、その生体の特性を解析するための医用画像処理装置を提供する。
【効果】きわめて簡単な処理方法で、従来技術に比較して高い精度で定量的に生体の特性を判断することが出来る。
【特徴】従来技術に比較して高い精度で定量的に、生体の特性を判断することができる医用画像処理装置及び方法、医用
画像処理プログラム、並びに当該医用画像処理プログラムを記録した記録媒体を提供することにある。

医学、生物学を中心とした画像解析を行う研
究施設および開発研究室
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技 術 概 要

　生体の画像データに対して所定の画像解析処理を実行することにより、生体の輪郭を抽出してなる形状画像データと、生
体の輪郭内のパターンを抽出してなるパターン画像データとを得る。こうして得られた形状画像データ及びパターン画像
データに基づいて、形状画像データのフラクタル次元ＤＡを計算し、パターン画像データのフラクタル次元ＤＢを計算した
後、形状画像データの情報を実質的に除去しかつパターン画像データのパターンの情報を実質的に含む指標値ＣＩを計算
して生体の特性を判断する。例えば乳腺穿刺吸引材料にて得られた細胞核のクロマチン分布を反映する画像データを用
いフラクタル次元解析しクロマチン分布識別装置に関し、それらは乳癌例の再発、また予後の推定に十分役立てることが可
能な技術である。
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細胞核クロマチン分布の解析方法（自己差分法）
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原画像よりフラクタル次元を求めた場合

核の形状がフラクタル次元に影響を与え

核内のクロマチン分布の複雑性を正確に

評価しづらかった。

核形状のみのフラクタル次元数

を測定し原画像より得た次元数

より差し引き核クロマチン分布の

複雑性の指標とすることができる。
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核形状の複雑性の影響を除い

たフラクタル次元数核内クロマ

チン分布異常を数値化すること

で客観化が可能になった。
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